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2011 年 11 月 貿易統計（速報）の概要 

 

【 輸 出 】 

 輸出総額は 5 兆 1,977 億円、前年同月比 4.5％

減となり、2 ヵ月連続の減少。減少幅は 10 月の

3.8％減から拡大。数量も 4.5％減と 2 ヵ月連続の

減少。 

＜ 地 域 別 ＞    （増減率） 

 対 米国 ＋ 2.0 ％ 2 ヵ月ぶりの増加

 対 ＥＵ ▲ 4.6 ％ 2 ヵ月連続の減少

 対 アジア ▲ 8.0 ％ 2 ヵ月連続の減少

 対 中国 ▲ 7.9 ％ 02 ヵ月連続の減少

 

＜ 5 大輸出品目 ＞     （億円） （増減率） 

 自動車 7,722 ▲ 00.6 ％ 

 鉄鋼 2,734 ▲ 09.2 ％ 

 半導体等電子部品 2,573 ▲ 15.1 ％ 

 自動車の部分品 2,564 ＋ 03.5 ％ 

 原動機 1,890 ▲ 03.0 ％ 

 

【 輸 入 】 

 輸入総額は 5 兆 8,824 億円、前年同月比

11.4％増となり、23 ヵ月連続の増加。 

 原油入着価格は 109.0 ドル、前年同月の 81.1 ド

ルから 34.3％高。 

 

＜ 地 域 別 ＞    （増減率） 

 対 米国 ▲  0.8％ 4 ヵ月ぶりの減少

 対 ＥＵ ＋ 24.4％ 8 ヵ月連続の増加

 対 アジア ＋  7.8％ 23 ヵ月連続の増加

 対 中国 ＋ 06.6％ 9 ヵ月連続の増加

 

＜ 5 大輸入品目 ＞     （億円） （増減率） 

 原油及び粗油 9,119 ＋ 15.1 ％ 

 ＬＮＧ 4,721 ＋ 76.0 ％ 

 石炭 2,181 ＋ 25.2 ％ 

 衣類・同付属品 2,086 ＋ 01.0 ％ 

 石油製品 1,810 ＋ 31.4 ％ 

 

【 収 支 】 

 輸出から輸入を差し引いた収支は、6,847 億円

の赤字と 2 ヵ月連続で赤字となった。 

 

【 コ メ ン ト 】 

 輸出は、長引く世界的な IT 需要の鈍化、欧州の

債務危機を背景に、10 月より減少幅が拡大した。

電気機器は 9 ヶ月連続の減少、うち映像機器は

タイ洪水の影響によりデジタルカメラなどを中心

に 5 割減となった。一般機械は 3 ヵ月連続の減少

となり、アジアの減速感を反映した。一方、輸送

用機器は増加に転じたものの、欧州債務危機に

伴い EU 向けの自動車は 2 ケタ減となった。 

 輸入は、代替需要として需要が増加している

LNG、価格が高止まりしている原油及び粗油など、

鉱物性燃料が 3 割増となった。このほか化学製

品、食料品も 2 割増となった。 

 2011 年は東日本大震災の影響もあり、通年で

1980 年以来の貿易赤字となることが必至となっ

た。震災後の生産回復が落ち着きを見せた一方、

欧州債務危機、円高、タイ洪水など世界経済に

残された課題は大きく、輸出減・輸入増の傾向は

当面続くと思われる。引き続き今後の動向を注視

していきたい。 

 

＜ 旬 別 動 向＞ 

金額    総額 

（億円） 上旬 中旬 下旬  

輸出 16,862 17,061 18,054 51,977

輸入 20,186 17,403 21,235 58,824

差引 ▲3,324 ▲342 ▲3,181 ▲6,847

 

増減率    総額 

 上旬 中旬 下旬  

輸出 1.1％ ▲14.2％ 1.2％ ▲4.5％

輸入 6.8％ 0.8％ 27.6％ 11.4％

 

（調査グループ 保田明子） 



２０１１年１１月分貿易統計の概要（財務省１２月２１日発表）

【地域別概要】 単位：億円、％（対前年同月比）

（数量） （価格） （数量） （価格）
２０１１年１１月 対世界 51,977 -4.5% -4.5% 0.1% 58,824 11.4% -1.0% 12.5% 110,802 3.3% -6,847 －

対米国 8,868 2.0% -3.6% 5.7% 5,078 -0.8% -3.6% 2.9% 13,946 0.9% 3,791 5.9%
対EU 6,265 -4.6% -11.2% 7.4% 5,989 24.4% 22.4% 1.6% 12,253 7.7% 276 -84.2%
対アジア 28,005 -8.0% -9.4% 1.5% 26,307 7.8% -5.5% 14.1% 54,312 -1.0% 1,698 -72.0%
対中国 10,046 -7.9% － － 13,274 6.6% － － 23,320 -0.2% -3,227 108.2%

（備考）

　 金額 　 数量 （主要増加品目） （主要減少品目）

輸出 ２ヵ月連続の 減少　　（減少幅 拡大） ２ヵ月連続の 減少　　（減少幅 拡大） 船舶 － － 半導体等電子部品 映像機器 鉄鋼

輸入 ２３ヵ月連続の 増加　　（増加幅 ２ヵ月ぶり縮小） ４ヵ月連続の 減少 ＬＮＧ 原油及び粗油 通信機 音響映像機器 － －

輸出 ２ヵ月ぶりの 増加 ３ヵ月連続の 減少　　（減少幅 ２ヵ月ぶり縮小） 原動機 建設用・鉱山用機械 金属加工機械 映像機器 － －

輸入 ４ヵ月ぶりの 減少 ４ヵ月ぶりの 減少 石炭 有機化合物 － 半導体等電子部品 航空機類 医薬品

輸出 ２ヵ月連続の 減少　　（減少幅 拡大） ２ヵ月連続の 減少　　（減少幅 拡大） 船舶 － － 自動車 映像機器 鉱物性燃料

輸入 ８ヵ月連続の 増加　　（増加幅 ２ヵ月連続拡大） ５ヵ月連続の 増加　　（増加幅 ２ヵ月ぶり拡大） 医薬品 自動車 航空機類 － － －

輸出 ２ヵ月連続の 減少　　（減少幅 拡大） ９ヵ月連続の 減少　　（減少幅 ３ヵ月連続拡大） 半導体等電子部品 鉄鋼 プラスチック － － －

輸入 ２３ヵ月連続の 増加　　（増加幅 ２ヵ月ぶり縮小） ２５ヵ月ぶりの 減少 ＬＮＧ 石油製品 通信機 音響映像機器 － －

輸出 ２ヵ月連続の 減少　　（減少幅 縮小） － 科学光学機器 － － 原動機 プラスチック 鉄鋼

輸入 ９ヵ月連続の 増加　　（増加幅 ２ヵ月ぶり縮小） － 通信機 電算機類 鉄鋼 音響映像機器 － －

２０１１年１１月 円ドルレート： ７７．３円/ドル（前年同月８１．４円と比べ５．０％の円高）・・・税関長公示レート 原油入着価格： １０９．０ドル/バレル（前年同月８１．１ドルと比べ３４．３％高）

【輸出上位品目】

金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率

２０１１年１１月 対世界 7,722 -0.6% 2,734 -9.2% 2,573 -15.1% 2,564 3.5% 1,890 -3.0% 1,769 27.4%

対米国 2,526 -0.4% 2,078 30.8% 180 -11.4% 545 5.3% 463 27.5% - -

対EU 759 -13.7% 64 -22.0% 154 -24.6% 367 4.7% 283 -5.0% 273 183.0%

対アジア 1,369 8.2% 2,007 -15.2% 2,191 -14.3% 1,190 1.2% 881 -12.6% 217 -32.7%

対中国 534 -8.5% 495 -13.4% 773 -6.6% 602 3.2% 302 -24.2% - -

対中東 727 -16.8% 124 -0.8% 1 -52.3% 67 2.9% 51 -0.2% - -

対ロシア 487 27.6% 52 219.5% 0 28.2% 15 17.7% 11 31.8% - -

【輸入上位品目】

金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率

２０１１年１１月 対世界 9,119 15.1% 4,721 76.0% 2,181 25.2% 2,086 1.0% 1,810 31.4% 1,645 14.2%

対米国 - - - 全減 172 319.4% 8 -7.1% 45 -35.4% 207 -22.7%

対EU 13 全増 - - - - 81 4.4% 7 97.4% 1,078 61.0%

対アジア 460 17.2% 1,706 53.6% 338 19.2% 1,979 0.8% 1,077 84.2% 131 4.9%

対中国 - - - - 20 -23.9% 1,667 -3.3% 10 -63.2% 36 -15.6%

対中東 8,034 17.4% 1,491 142.8% - - 0 -8.9% 601 -5.8% 3 -24.1%

対ロシア 240 -43.4% 298 98.8% 127 10.3% 0 15.4% 43 -18.2% - -

収支総額

対世界

対米国

伸び率

輸入

④自動車の部分品

対ＥＵ

対アジア

伸び率

輸出

③石炭

⑥船舶

対中国

①自動車 ②鉄鋼

①原油及び粗油 ⑤石油製品

③半導体等電子部品

④衣類・同付属品

⑤原動機

⑥医薬品

金額 金額 金額 金額伸び率 伸び率

②ＬＮＧ
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